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             平成 30 年(2018 年)7 月 1 日 

工事品質評価型入札制度について 

 

１．目的  

努力した業者が報われるような仕組みを構築することにより、技術と経営に優れた地元の建設業者

の育成を図る。 

 

２．制度の概要 

（Ａ）品質評価点の付加  

   経営事項審査結果通知書の総合評定値（以下「客観点数」という。）に加えて、工事成績をはじ

めとする明石市独自の評価項目による評価点数（以下「品質評価点」という。）を付加する。 

  

⑴品質評価点を付加する対象業者 

   市内に本店を置いている業者（市内業者） 

 

 ⑵品質評価点を付加する工種 

   「土木一式工事」及び「建築一式工事」 

 

 ⑶品質評価点の適用期間 

   当該年度の７月１日から翌年度の６月３０日まで（※毎年７月１日に更新） 

 

 ⑷品質評価点の適用方法 

品質評価点の付加対象業者及び付加工種を対象とする制限付一般競争入札においては、客観点数

と品質評価点数の合計点数（以下「品質評価合計点」という。）による入札参加要件を設ける。（※

付加対象業者以外の業者や付加工種以外の工種については客観点数のみによる入札参加要件を設

ける。） 

なお、品質評価合計点による入札参加要件は、基本的に別紙の「等級格付け及び発注標準」に基

づき設定する。 

 

 

 

 

 

⑸品質評価点の公表 

  自社の品質評価点（評価項目ごとの内訳を含む）及び品質評価合計点は明石市電子入札システム

において確認できる。   

 

 

客観点数（経営事項審

査結果の総合評定値P） 
＋ 

品質評価点 

(評価項目の合計点数)
＝ 品質評価合計点 
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 ⑹評価項目    

評価項目 評価内容 評価点の考え方 

① 工 事 成

績 の 平 均

（加減点） 

過去３年度分の工事成績

評定点の平均点に応じて

加減点を行う。 

 

 

・工種ごとに過去３年度分の工事（前年度の３月３１日

までに完成した工事）の工事成績評定点の平均（小数

第一位四捨五入）により評価点を算出する。 

・平均点が６５点のとき評価点を０点とし、平均点±１

点ごとに評価点±５点とする。 

・評価点の加点の最大は１００点とする。（⇒平均点が８

５点以上であれば、評価点は＋１００点となる。） 

・評価点の減点の最大は５５点とする。（⇒平均点が５４

点以下であれば、評価点は－５５点となる。） 

・対象工種は土木一式工事または、建築一式工事とする。

また、一括評定を行った工事については１件として算

出する。 

 

② 直 近 の

工 事 成 績

（加減点） 

過去１年度分の工事１件

ごとに、工事成績評定点

に応じて加減点を行う。

 

 

・工種ごとに過去１年度分の工事（前年度の３月３１日

までに完成した工事）１件ごとの工事成績評定点によ

り評価点を算出する。 

・７５点を超える工事１件ごとに（工事成績評定点－７

５）×２点を加点する。 

・６５点を下回る工事１件ごとに（６５－工事成績評定

点）×２点を減点する。 

・対象工種は土木一式工事または、建築一式工事とする。

また、一括評定を行った工事については１件として算

出する。 

 

③ 指 名 停

止（減点） 

指名停止を受けた業者に

ついて、指名停止期間に

応じて減点を行う。 

・前年度に受けた指名停止の期間１ヶ月につき２０点を

減点する。 

・複数年度に渡る期間の指名停止の場合、それぞれの年

度に受けた指名停止期間に応じて、対応する年度で減

点を行う。この場合、４月１日をまたぐ１ヶ月分は、

前の年度の減点分とする。 

 （例えば、平成２８年２月１５日から平成２８年５月

１４日までの３ヶ月の指名停止の場合、平成２８年度

の評価点が－４０点（２ヶ月分）、平成２９年度の評価

点が－２０点（１ヶ月分）となる。） 
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④ 技 術 力

（加点） 

監理・主任技術者名簿に

記載されている技術者の

人数に応じて加点を行

う。 

・前年度３月３１日時点での監理・主任技術者名簿に記

載されている土木一式工事または建築一式工事におけ

る技術者１名ごとに、当該資格の種類及び級等に関係

なく工種ごとに１点を加点する。なお、１人の技術者

が土木一式工事と建築一式工事の両方の資格を持って

いる場合は、それぞれの工種で１点ずつ加点する。 

・最大評価点は＋２０点とする。（⇒当該工種の技術者数

が２０人以上であれば、評価点は＋２０点となる。） 

・過去３年度分の工事（前年度の３月３１日までに完成

した工事）の工事成績評定点の平均（小数第一位四捨

五入）が６５点以下の場合には、加点は行わない。 

 

 

⑤ 地 域 貢

献（加点） 

市内に本店を置いてから

の営業年数に応じて加点

を行う。 

・前年度３月３１日時点での、市内に本店を置いての営

業年数に１年につき１点の加点を行う。 

・最大評価点は＋２０点とする。（⇒市内に本店を置いて

の営業年数が２０年以上であれば、評価点は＋２０点

となる。） 

・過去３年度分の工事（前年度の３月３１日までに完成

した工事）の工事成績評定点の平均（小数第一位四捨

五入）が６５点以下の場合には、加点は行わない。 

 

 

⑥ そ の 他

（加減点） 

・明石市における入札・

契約に関して不正等を

行った業者に減点を行

い、情報提供者に加点

を行う。 

 

Ⓐ明石市の入札・契約における不正等に関する加減点 

 ・繰り返し不正等を行ったと認められる場合に２０点

の減点を行う。 

・不正等を行ったと認められる案件において、信憑性

の高い情報の提供者に１０点の加点を行う。 

 

 

・ＩＳＯ９００１及びＩ

ＳＯ１４００１の認証

取得業者に加点を行

う。 

 

 

ⒷＩＳＯ認証取得に関する加点 

・前年度３月３１日時点でのＩＳＯ９００１及びＩＳ

Ｏ１４００１の認証取得業者に、それぞれ５点の加

点を行う。（両方取得している場合には、合計１０点

の加点となる。） 
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・明石市と災害協力協定

を締結している者等に

加点を行う。 

 

 

 

 

Ⓒ災害協力協定締結に関する加点 

 ・前年度３月３１日時点において、下記の㋐又は㋑の

  いずれかに該当する者に５点の加点を行う。 

   ㋐明石市と災害時における応援等に関する協定を

締結している者 

   ㋑明石市と災害時における応援等に関する協定を

締結している団体に加入している者 

 

・暴力追放への取り組み

を行っている者に加点

を行う。 

 

Ⓓ暴力追放への取り組みに関する加点 

 ・前年度３月３１日時点において、下記の㋐又は㋑の

  いずれかに該当する者に５点の加点を行う。 

㋐兵庫県暴力追放協議会に加入している者 

㋑不当要求防止責任者を選任し、不当要求防止責任

者講習を修了している者 

・優良工事表彰を受けた

者に加点を行う。 

 

 

 

 

Ⓔ優良工事表彰に関する加点 

 ・過去３年度分の工事（前年度の３月３１日までに完

成した土木一式工事または建築一式工事）について、

明石市の優良工事表彰１件につき５点の加点を行う

 

・障害者を積極的に雇用

している者に加点を行

う。 

 

 

 

 

 

Ⓕ障害者の積極的雇用に関する加点 

 ・障害者の雇用の促進等に関する法律第 43 条に係る障

害者の雇用義務を有する者が前年度３月３１日時点

において法定雇用障害者数以上の人数を雇用してい

る場合に１０点の加点を行う。  

・雇用の義務を有しない者（従業員５０人未満の事業

主）が前年度３月３１日時点において雇用している

場合に１０点の加点を行う。 

 

・若年技術者を積極的に

雇用した者に加点を行

う。 

 

 

 

Ⓖ若年技術者の積極的雇用に関する加点 

 ・前年度４月１日～３月３１日の間に、若年技術者（満

２９歳以下）を雇用期間に定めなく新たに正規雇用

した場合、当該年度に新規採用者１名当たり５点の

加点を行う。 

・ただし、２名以上の新規採用は上限１０点とする。
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・あかし子育て応援企業

の認定取得している者

等に加点を行う。 

 

 

 

Ⓗあかし子育て応援企業の認定取得に関する加点 

・前年度３月３１日時点において、下記の㋐又は㋑の

  いずれかに該当する者に５点の加点を行う。 

   ㋐あかし子育て応援企業の認定取得している者 

   ㋑あかし子育て応援企業の認定取得している団体

に加入している者 

 

・兵庫県との男女共同参

画社会づくり協定を締

結している者等に加点

を行う。 

 

 

 

 

 

Ⓘ兵庫県との男女共同参画社会づくり協定締結に関する

加点 

 ・前年度３月３１日時点において、下記の㋐又は㋑の

  いずれかに該当する者に５点の加点を行う。 

   ㋐兵庫県との男女共同参画社会づくり協定を締結

している者 

   ㋑兵庫県との男女共同参画社会づくり協定を締結

している団体に加入している者 

 

 ・神戸保護観察所へ協力

雇用主として登録して

いる者に加点を行う。

Ⓙ神戸保護観察所への協力雇用主としての登録に関する

加点 

・前年度３月３１日時点において、神戸保護観察所へ

協力雇用主として登録している者に５点の加点を行

う。 

 

・刑務所出所者等を雇用

した者に加点を行う。

Ⓚ刑務所出所者等の雇用に関する加点 

・神戸保護観察所に協力雇用主として登録がある者（事

後に登録を行う者を含む）が前年度４月１日～３月

３１日の間に、下記の㋐又は㋑のいずれかに該当す

る者を同一人で３ヵ月以上雇用した場合に１０点の

加点を行う。 

㋐前年度（加点対象となる雇用の事実があった年

度）以前 3 年度の間に刑事施設を出所または少

年院を出院した者 

㋑更生保護法（平成 19 年法律第 88 号）第 48 条に

定める保護観察対象者または同法第85条に定め

る更生緊急保護の対象者（これらの対象でなく

なった日から 1年を経過しない者を含む。） 
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・建設業労働災害防止協

会（建災防）実施の講

習会等への事業主負担

での従業員の参加実績

がある者に加点を行

う。 

 

Ⓛ建設業労働災害防止協会実施の講習会等への事業主負

担での従業員の参加実績に関する加点 

・前年度４月１日～３月３１日の間に、建設業労働災

害防止協会実施の講習会等への事業主負担での従業

員の参加実績がある者に５点の加点を行う。 

 ・安全衛生優良企業の認

定を取得している者に

加点を行う。 

Ⓜ安全衛生優良企業の認定に関する加点 

・前年度３月３１日時点において、安全衛生優良企業

の認定を取得している者に５点の加点を行う。 

 

  ※Ⓑ～Ⓜについては、毎年度申請を行う必要がありますので、ご注意ください。 

 

（Ｂ）工事成績を入札参加要件とする工事の発注  

   上記の品質評価合計点による入札参加要件に加えて、品質評価点の評価項目「①工事成績の平均」

における過去３年度分の工事成績評定点の平均点（以下「工事成績の平均評定点」という。）が一

定水準以上であることを入札参加要件とする工事案件を発注する。 

 

⑴対象工種 

   明石市及び明石市水道局が発注する工事のうち、次の工種からそれぞれ選定する。 

   ㋐土木一式工事 

     ただし、市内業者のみが参加できる工事に限る。また、施工実績等を入札参加要件とする工

事、複数工種を入札参加要件とする工事、総合評価落札方式により入札を行う工事、単価契約

による工事及び再発注の工事を除く。（下記㋑において同じ。） 

   ㋑建築一式工事 

  

⑵発注期間 

   毎年７月１日から翌年の６月３０日まで 

  

⑶工事の区分及び参加要件 

  ⒜工事成績優良業者対象工事 

    工事成績の平均評定点が７５点以上の者であり、かつ、同期間内に２件以上の評定を受けてお

り、当該工事発注の公告日から起算して１年以内に明石市の指名停止措置を受けていない者 

 

  ⒝７０点以上の業者対象工事 

工事成績の平均評定点が７０点以上の者 

 

⒞６５点以上の業者等対象工事 
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工事成績の平均評定点が６５点以上の者又は過去３年度において工事成績の評定を受けてい

ない者 

⑷発注件数 

工事成績を入札参加要件とする工事の発注予定件数は、次のとおりとする。 

   ⒜工事成績優良業者対象工事 

    各工事成績優良業者数に２分の１を乗じて得た数（小数点以下は切り捨て） 

    ※ただし、該当工事がない場合を除き、すべての工事成績優良業者が最低１件以上の工事に入 

札参加できるよう決定する。 

 

⒝７０点以上の業者対象工事 

上記⑴の㋐及び㋑それぞれの前年度発注件数の約１５％ 

 

⒞６５点以上の業者等対象工事 

上記⑴の㋐及び㋑それぞれの前年度発注件数の約２５％ 

 

⑸工事の選定及び発注方法 

工事成績を入札参加要件とする工事は、次の区分に応じ、それぞれの区分ごとに定める方法によ

り選定し、発注するものとする。 

⒜工事成績優良業者対象工事 

    工事の規模、内容等により工事を選定し、発注する。また、予定価格及び低入札調査基準価 

   格等は事後公表とする。 

 

⒝７０点以上の業者対象工事及び６５点以上の業者等対象工事 

   別記の予定価格区分の中から、対象工事を選定し発注する。 

なお、当該工事の発注は、予定した発注件数に達するまで実施することとし、翌年６月 

３０日までに実施できなかったものについては、発注は行わない。 

 

（別記） 

 

 

 

 

 

 

 土木一式工事 建築一式工事 

予
定
価
格
区
分 

① ４，０００万円以上 ① ５，０００万円以上 

② ２，０００万円以上４，０００万円未満 ② ５，０００万円未満 

③ ２，０００万円未満  
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３．等級格付け及び発注標準 

工 

種 

等級格付け 発注標準 

等級 点数 標準範囲 市内業者等の特例範囲 

土

木

一

式

工

事 

Ａ 
１，１５０点以上  2,500 万円以上 

2 億円未満 

Ｂ 
８３０点以上 

１，１４９点以下 

1 億 5,000 万円以上 

2 億円未満 

2,000 万円以上 

1 億 5,000 万円未満 

Ｃ 
７４０点以上 

８２９点以下 

8,000 万円以上 

1 億 5,000 万円未満 

1,500 万円以上 

8,000 万円未満 

Ｄ 
６５０点以上 

７３９点以下 

4,000 万円以上 

8,000 万円未満 

1,000 万円以上 

4,000 万円未満 

Ｅ 
６１０点以上 

６４９点以下 

2,500 万円以上 

4,000 万円未満 

1,000 万円未満及び 

1,000 万円以上 2,500 万円未満 

Ｆ 
５００点以上 

６０９点以下 

1,000 万円以上 

2,500 万円未満 

1,000 万円未満 

 

Ｇ ４９９点以下 1,000 万円未満  

 

工

種 

等級格付け 発注標準 

等級 点数  等級 

建

築

一

式

工

事 

A 
１，１５０点以上  2,000 万円以上 

 

Ｂ 
７８０点以上 

１，１４９点以下 

1 億円以上 

3 億円未満 

1,000 万円以上 

1 億円未満 

Ｃ 
６５０点以上 

７７９点以下 

5,000 万円以上 

1 億円未満 

1,000 万円未満及び 

1,000 万円以上 5,000 万円未満 

Ｄ 
５４０点以上 

６４９点以下 

2,000 万円以上 

5,000 万円未満 

1,000 万円未満及び 

1,000 万円以上 2,000 万円未満 

Ｅ ５３９点以下 1,000 万円未満  

 



- 9 - 

 

工

種 

等級格付け 発注標準 

等級 点数 標準範囲 市内業者等の特例範囲 

舗

装

工

事 

A 
９００点以上 5,000 万円以上 

1 億 5,000 万円未満 

1,000 万円以上 

5,000 万円未満 

Ｂ 
５４０点以上 

８９９点以下 

1,000 万円以上 

5,000 万円未満 

500 万円以上 1,000 万円未満及び 

5,000 万円以上１億 5,000 万円未満 

C ５３９点以下 1,000 万円未満  

 

（備考）※「３ 等級格付け及び発注標準」記載の３表に共通の事項です。 

１「市内業者等の特例範囲」とは、市内業者（明石市内に本店を置き、かつその本店が明石市における

入札参加資格者として登録されている者）及び準市内業者（明石市内に支店・営業所等を置き、かつ

その支店・営業所等が明石市における入札参加資格者として登録されている者）を「標準範囲」以外

に発注標準とする範囲をいう。 

２ 契約予定金額が８，０００万円以上の場合は、原則として特定建設業の許可を受けている者とする。 

３ 記載の３工種以外の工種については、必要に応じて経営規模等評価結果通知書・総合評定値通知書

の総合評定値により参加資格を定める。 

４ 特殊な工事、高度な技術を要する工事については、別途参加資格を定めるものとする。 

５ 記載の３工種についても、「発注標準」はあくまで標準とし、参加資格は個々の入札案件ごとに必

要に応じて定める。 

 

４．取扱開始期日 

 この「工事品質評価型入札制度について」は、平成３０年７月１日から適用するものとする。 


